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総
領
事
や
領
事
と
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
と
で
ヤ
ビ
ツ
峠
を
一
緒
に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
そ
の

式
典
に
お
い
て
、
私
の
娘
が
韓
国
に
帰

任
す
る
領
事
に
花
束
を
渡
す
大
役
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
緊
張
の
中
、
韓
国

語
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
娘
を
見
て
、
正

直
、
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
娘
と
い
ろ
い

ろ
な
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

時
に
は
、
「
パ
パ
は
若
い
年
代
の
気
持

ち
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。
」
と
厳
し
い

指
摘
を
受
け
ま
す
。・
・
・ 

 

こ
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
楽
し

か
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
日
々
の

業
務
が
忙
し
く
、
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
ま
り
な
い
こ
と
を
思
い
知
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
娘
や
家
族
と
の
時
間

を
過
ご
す
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

 

隊
友
会
の
諸
先
輩
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
ご
指
導
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
４
年
度
隊
友
会
湘
南
支
部 

部
隊
研
修
に
つ
い
て 

令
和
２
年
の
春
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
猛
威
を
振
る

い
、
支
部
部
隊
研
修
は
２
年
間
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
、
海
自
横
須
賀
艦
艇
部
隊
、
造
修

補
給
処
、
第
２
術
科
学
校
、
海
自
厚
木

航
空
基
地
、
空
自
浜
松
航
空
基
地
、
陸

自
富
士
学
校
等
の
見
学
を
計
画
し
、
そ

れ
ぞ
れ
参
加
者
５
０
名
規
模
で
実
施 
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し
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
未
だ

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
環
境
下
で
活
躍

中
の
部
隊
等
を
訪
問
、
研
修
す
る
こ
と

は
時
期
尚
早
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
衛

省
企
画
の
「
防
衛
省
市
ヶ
谷
ツ
ア
ー
」

へ
の
参
加
が
可
能
で
あ
り
計
画
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ツ
ア
ー
の
参

加
定
員
は
２
０
名
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
参
加
募
集
は
湘
南
支
部

特
別
会
員
４
７
名
（
個
人
会
員
４
４

名
、
法
人
会
員
３
社
）
の
皆
さ
ん
方
を

対
象
に
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

１ 

実
施
日
時
： 

令
和
４
年
９
月
２
９
（
木
） 

１
３
０
０
～
１
６
０
０ 

２ 

参
加
会
員
： 

２
０
名（
特
別
会
員
１
８
名
、 

支
部
長
、
高
鹿
担
当
理
事
役
） 

３ 

研
修
場
所
： 

防
衛
省
市
ヶ
谷
地
区
の
大 

本
営
地
下
壕
跡
、
市
ヶ
谷
記 

念
館
（
極
東
国
際
軍
事
裁
判 

の
法
廷
跡
）、
厚
生
棟
等 

 

な
お
、
ツ
ア
ー
最
後
に
懇
親
会
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
を

鑑
み
割
愛
と
な
り
ま
し
た
。 

以
上
今
年
度
の
部
隊
研
修
に
つ
い

て
ご
説
明
致
し
ま
し
た
。 

（
高
鹿
担
当
理
事
役
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

身
近
な
危
機
管
理 

支
部
理
事
役 

皷 

達
也 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
に
乗
車
し
た
と
こ

ろ
車
両
の
床
一
面
に
コ
ー
ヒ
ー
が
こ

ぼ
れ
て
い
た
。
そ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
踏
む

人
と
踏
ま
な
い
人
の
違
い
が
気
に
な

っ
た
。 

７
月
８
日
元
総
理
大
臣
が
銃
撃
さ

れ
る
事
件
が
起
き
、
警
察
は
不
審
者
が

近
づ
く
こ
と
を
許
し
１
発
目
で
反
応

せ
ず
、
２
発
目
は
命
中
し
て
し
ま
っ

た
。
現
場
は
見
通
し
が
良
く
接
近
は
容

易
で
、
建
物
に
も
囲
ま
れ
て
お
り
狙
撃

も
可
能
そ
う
で
あ
り
警
備
の
プ
ロ
が

銃
撃
さ
れ
る
事
態
を
全
く
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
と
と
ら
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
。 

話
を
戻
す
が
、
危
機
管
理
に
対
す
る

感
度
は
個
々
で
か
な
り
異
な
る
。
ホ
ー

ム
で
並
ん
で
い
る
段
階
で
到
着
し
た

車
両
の
人
が
他
車
両
に
比
べ
て
少
な

い
と
違
和
感
を
覚
え
る
人
、
車
両
の
ド

ア
が
開
き
コ
ー
ヒ
ー
臭
が
強
い
こ
と

に
気
が
付
く
人
、
車
両
に
入
り
床
を
見

て
避
け
る
人
、
気
が
付
か
ず
に
コ
ー
ヒ

ー
を
踏
み
そ
の
後
も
気
が
付
か
な
い

人
、
コ
ー
ヒ
ー
く
ら
い
も
の
と
も
せ
ず

踏
む
人
（
そ
れ
く
ら
い
気
に
し
な
い

人
）、
コ
ー
ヒ
ー
を
踏
ん
で
か
ら
気
が 

 

 

娘
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た 

特
別
会
員 

市
川 

和
広 

昨
年
、
最
愛
の
娘
が
２
０
歳
に
な
っ

た
。
物
心
つ
い
た
こ
ろ
に
は
私
が
議
員

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
恐
ら
く
嫌
な
思

い
も
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

直
接
、
何
か
を
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。 

更
に
、
ほ
と
ん
ど
家
に
い
な
か
っ
た

私
を
娘
は
い
つ
も
ど
う
思
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
今

は
大
学
３
年
生
で
、
韓
国
語
の
勉
強
を

し
て
い
る
。 

一
時
期
、
家
に
戻
る
と
韓
国
ド
ラ
マ
し

か
流
れ
て
い
な
く
て
、
「
他
の
テ
レ
ビ

を
見
せ
て
も
ら
え
な
い
か
。
」
と
お
願

い
し
た
が
、
見
せ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
。 そ

の
甲
斐
が
あ
っ
た
せ
い
な
の
か

ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
今
で
は
日

常
会
話
が
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
今
後

は
そ
の
語
学
力
を
活
か
し
た
仕
事
が

し
た
い
と
望
ん
で
い
る
。
そ
ん
な
中
、

娘
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
「
パ
パ
の
知

り
合
い
に
、
こ
ん
な
私
を
使
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
会
社
の
知
り
合
い
は
い
な

い
の
と
？
」
と
。 

娘
の
申
し
出
に
嬉
し
く
な
っ
て
、
あ

れ
こ
れ
動
い
て
み
た
が
、
世
の
中
は
そ

ん
な
に
甘
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
パ
パ
、
使
え
な
い
。
」
今
ど
き
の
言

葉
が
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
駐

横
浜
大
韓
民
国
総
領
事
館
と
神
奈
川

議
会
日
韓
親
善
議
員
連
盟
有
志
の
会

と
で
、
自
転
車
交
流
会
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

 

 

（上段） 

市ヶ谷記念館 

（下段） 

大 講 堂 
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当
時
は
「
税
金
の
無
駄
遣
い
だ
」「
他
の
こ

と
に
使
え
ば
い
い
の
に
」
「
こ
の
高
さ
は
必

要
な
の
か
？
」
と
言
っ
た
批
判
が
沢
山
あ
っ

た
と
の
事
で
は
あ
る
が
、
今
回
の
震
災
で

は
、
物
理
的
な
ハ
ー
ド
面
で
功
を
奏
し
た
事

例
で
あ
る
。 

都
市
部
に
つ
い
て
は
、
高
層
ビ
ル
・
埋
立

地
・
密
集
市
街
地
・
大
多
数
の
人
間
及
び
車

両
な
ど
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
田
舎
よ

り
複
合
的
に
悲
惨
な
事
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
個
人
に
於
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
を

想
定
し
て
行
動
を
考
え
る
ソ
フ
ト
面
の
充

実
と
職
場
や
住
居
付
近
の
地
形
（
道
路
・
高

台
）
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
把
握
を
し
て
お
き

災
害
発
生
時
は
自
分
の
命
を
優
先
し
て
下

さ
い
。（
平
成
２
６
年
６
月
号
掲
載
記
事
） 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
４
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
八
月
十
五
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

正
会
員 

 

梅
津
雅
仁
、
菅
野
新
一
、 

付
き
慌
て
る
人
、
と
同
じ
出
来
事
で
も
捉
え

方
や
対
処
法
は
個
々
で
異
な
る
。 

コ
ー
ヒ
ー
を
踏
む
程
度
で
は
危
機
と
は
大

げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、
た
か
が
コ
ー
ヒ
ー

で
す
ら
踏
ま
な
い
よ
う
に
気
が
付
く
感
度
の

方
も
い
る
。
危
機
や
災
害
は
日
常
生
活
の
場

で
起
こ
る
。
電
車
内
で
の
放
火
や
ナ
イ
フ
を

振
り
回
す
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
入
口
で
の
放
火
事

件
は
現
実
で
あ
り
中
に
は
ス
マ
ホ
や
イ
ヤ
ホ

ン
に
よ
り
気
が
付
か
な
い
人
も
い
る
。
危
機

は
突
然
か
つ
日
常
に
や
っ
て
く
る
。 

災
害
、
テ
ロ
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
等
、
事
が

起
こ
る
と
の
そ
の
対
策
に
奔
走
さ
れ
て
い
な

い
か
。
特
別
な
資
材
や
専
門
知
識
は
不
要
（
あ

る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
使
い
慣
れ
て
い

な
い
資
器
材
は
い
ざ
と
い
う
と
き
使
用
が
出

来
な
い
可
能
性
が
あ
る
）。
個
人
で
の
危
機
管

理
は
、
普
段
か
ら
日
常
生
活
で
使
用
す
る
物

の
備
蓄
、
普
段
通
り
の
感
染
対
策(

健
康
管

理)

、
そ
れ
に
何
が
危
険
と
な
る
の
か
周
囲
を

し
っ
か
り
見
て
判
断
す
る
癖
を
身
に
つ
け
る

に
尽
き
る
。 

し
か
し
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
警
備

の
プ
ロ
の
警
察
で
す
ら
手
抜
き
と
指
摘
さ
れ

る
く
ら
い
実
践
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い

の
も
事
実
。 

お
そ
ら
く
は
大
半
の
方
は
何
ら
か
の
危
機

管
理
を
日
常
か
ら
行
っ
て
い
る
は
ず
。
そ
の

危
機
管
理
の
ア
ン
テ
ナ
を
ち
ょ
っ
と
伸
ば
す

こ
と
が
Ｌ
Ｃ
Ｐ
の
ソ
フ
ト
面
で
あ
り
、
災

害
・
テ
ロ
な
ど
危
機
か
ら
身
を
守
る
こ
と
に

役
立
つ
は
ず
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
大
東
亜
戦
争
」
と
「
太
平
洋
戦
争
」 

日
本
で
は
１
９
２
５
年
（
大
正
１
４
年
）

の
日
米
未
来
戦
記
な
ど
で
「
太
平
洋
戦
争
」 

編
集
後
記 

他
国
か
ら
、
一
方
的
な
暴
力
を
受
け
た
場

合
の
対
応
方
法
な
ど
、
法
整
備
が
急
務
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・09/10（土） 

 第５回支部理事役会 

・09/22（木） 

 ９月隊友紙発送 

・09/29（木） 

 部隊研修（市ヶ谷） 

・10/08（土） 

 第６回支部理事役会 

・10/15（土） 

 湘南・西湘支部ﾄｰｸｻﾛﾝ 

・10/20（木） 

 10 月隊友紙発送 

・11/初旬 

 名所旧跡探勝（場所未定） 

が
使
用
さ
れ
た
が
、
１
９
４
１
年
の
開
戦
直

後
に
「
大
東
亜
戦
争
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た

（
「
亜
」
は
「
亜
細
亜
」
す
な
わ
ち
ア
ジ
ア
の

略
語
）
。
「
ア
ジ
ア
の
欧
米
植
民
地
を
解
放

し
、
大
東
亜
共
栄
圏
を
設
立
し
て
ア
ジ
ア
の

自
立
を
目
指
す
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
た
。 

植
民
地
宗
主
国
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
連

合
国
側
に
と
っ
て
は
都
合
が
悪
か
っ
た
た

め
、
戦
後
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令

部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
占
領
政
策
で
「
大
東
亜
戦

争
」
は
「
太
平
洋
戦
争
」
へ
強
制
的
に
変
更

さ
せ
ら
れ
た
。 

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
プ
レ
ス
・
コ
ー
ド
な
ど
で
「
大

東
亜
戦
争
」
の
使
用
を
新
聞
で
避
け
る
よ
う

に
指
令
し
、
１
９
４
５
年
１
２
月
８
日
（
開

戦
４
周
年
）
以
降
、
新
聞
各
紙
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民

間
情
報
教
育
局
作
成
の
『
太
平
洋
戰
爭
史−

真
実
な
き
軍
国
日
本
の
崩
壊
』
の
掲
載
を
開

始
。
こ
の
満
州
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で

を
連
続
さ
せ
日
本
の
侵
略
と
残
虐
行
為
を
詳

細
に
叙
述
し
た
戦
史
の
単
行
本
１
０
万
部
は

完
売
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
導
で
学
校
教
育
で
も
奨
励

さ
れ
、
定
着
し
た
。
１
２
月
１
５
日
の
神
道

指
令
で
は
軍
国
主
義
・
国
家
主
義
を
連
想
さ

せ
る
と
し
て
「
大
東
亜
戦
争
」
呼
称
の
使
用

を
公
文
書
に
お
い
て
禁
止
し
た
（
の
ち
失

効
）
。 

翌
１
９
４
６
年
、
法
律
や
勅
令
の
文
言
は

「
今
次
ノ
戦
争
」
と
改
め
ら
れ
た
。
１
９
６

０
年
頃
か
ら
一
種
の
タ
ブ
ー
扱
い
と
さ
れ

「
大
東
亜
戦
争
」
は
メ
デ
ィ
ア
で
の
使
用
は

控
え
ら
れ
て
お
り
、
日
本
政
府
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

政
策
以
降
、
現
在
ま
で
公
的
に
は
「
今
次
戦

争
」
「
先
の
大
戦
」
「
第
二
次
世
界
大
戦
」
な

ど
を
用
い
て
い
る
。 

た
だ
し
２
０
０
６
年 –

 

２
０
０
７
年

（
平
成
１
８
年
度
）
の
政
府
見
解
で
は
「
大

東
亜
戦
争
」「
太
平
洋
戦
争
」
の
定
義
を
定

め
る
法
令
は
な
い
と
さ
れ
た
。 

（
出
典
：
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面 

支
部
理
事
役 

深
澤 

文
晴 

東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
の
岩
手
県
沿

岸
部
に
洋
野
町
と
普
代
村
が
あ
る
。
こ
の

二
つ
の
町
は
、
津
波
に
よ
る
死
者
が
ゼ
ロ

の
町
で
あ
る
。
他
の
市
町
村
と
何
が
違
う

の
か
検
証
の
余
地
は
あ
る
。 

洋
野
町
で
は
、
町
を
挙
げ
た
こ
こ
数
年

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
通
常

実
施
す
る
防
災
訓
練
の
内
容
の
見
直
し
で

あ
っ
た
。
消
防
団
の
活
動
の
見
直
し
を
実

施
し
た
。
発
災
後
の
町
民
の
避
難
に
関
す

る
活
動
、
水
門
を
閉
鎖
す
る
活
動
の
通
常

行
動
の
他
に
、
任
務
を
終
え
た
消
防
団
員

は
直
ち
に
避
難
を
実
施
す
る
事
、
及
び
町

民
が
避
難
し
た
後
に
低
地
に
続
く
町
道
を

封
鎖
す
る
事
を
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え

て
、
逃
げ
る
事
を
重
点
と
す
る
訓
練
に
し

た
。
訓
練
の
着
眼
点
を
変
え
る
事
に
よ
り
、

消
防
団
員
や
町
民
の
意
識
を
変
え
る
事
が

で
き
た
。
訓
練
運
用
の
ソ
フ
ト
面
で
功
を

奏
し
た
事
例
で
あ
る
。 

普
代
村
で
は
、
１
８
９
６
年
と
１
９
３

３
年
の
津
波
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
。
戦

後
の
和
村
幸
徳
村
長
が
「
２
度
あ
る
こ
と

は
、
３
度
あ
っ
て
は
い
か
ん
」
と
県
に
何

度
も
お
願
い
を
し
て
高
さ
１
５
．
５
メ
ー

ト
ル
、
全
長
１
３
０
メ
ー
ト
ル
の
防
御
力

絶
大
な
防
潮
堤
の
建
設
の
運
び
と
な
っ

た
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%82%B8%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%B0%E8%81%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5%AE%B6%E4%B8%BB%E7%BE%A9

